
コロナ禍の中、みなさん、いかがお過ごしでしょうか？

9月中旬時点での育成園の状況は、職員や職員の家族が陽性や濃厚接触者の対象となって数名が自宅療養となり、

突然の勤務調整等強いられてはいますが、幸いにも入所利用者さんへの感染はなく、行事の内容や範囲を調整しな

がら活動出来ているところです。

ご家族の皆様や利用者様には、家族会の行事や面会、帰宅等についても、中止や見合わせ等お願いし、ご不満も

多いとは存じますが、先日、WHO事務局長が、「今は、世界的な大流行の終わりには到達していないが、終わりが

視野に入ってきた段階、マラソン選手もゴールが見えて立ち止まることなくより走ろうとするものだ」という趣旨

の発言があったように、世界的にもコロナの流行は収束には向かっていると思われます。また、育成園としても最

後まで気を引き締めて感染予防対策をとっていく必要があると考えておりますので、ご理解とご協力のほどよろし

くお願い致します。

ゴールまで走り切れるよう、育成園利用者・職員がひとつになって、もうひと頑張りしていきたいと思います。

施設長補佐 松本慎治
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コロナ禍ですが、元気いっぱい！！

おいしい物も たくさん食べて楽しみました♪



編集後記

皆様の協力のおかげで野育だよりを発行することが

出来ました。コロナ禍で楽しみな外出・外泊の機会

が減っていますが、出来る行事を考えて楽しんでも

らえるようにしたいと思います。

利用者様のたくさんの笑顔をお届けできるよう委員

スタッフ一同、協力して企画・運営して参ります。

イベント委員 別宮・辰本

～苦情・申し出～

就労支援事業所あおぞらに対して、

①草刈り作業の際に小石が跳んできた。

②まんま屋弁当に異物が混入していた。

との２件の申し出がありました。

２件ともに当事者へお詫びするとともに、今後の再発防止に

努めて参ります。

お気づきのことがありましたら、遠慮なくお申し出ください。

『障害者支援施設野村育成園ブログ』は

コチラから⇒


